
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２０１５年 10月から実施され 47回目となる 19日行動が、8月

19 日、「安倍９条改憲ＮＯ！全国市民アクション」と「戦争させな

い・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」との共催で開催され、国

会議員会館前に１６００人が参加、「韓国敵視を扇動するな！」「自衛

隊はイランに行くな！」「改憲反対！」「辺野古新基地建設の阻止！」

を訴えるとともに、「安倍政権打倒！」の声を挙げました。 
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集会は、憲法共同センターの長尾ゆりさんの司会進

行で始まり、まず、主催者代表の挨拶として高田健さ 

ん（総がかり行動実行委員会共同代表・9

条壊すな！実行委員会）が「参院選では

改憲勢力は 2／３をはっきりと割った。

これは野党と市民の力で撃ち破った明確 

な私たちの勝利だ。確信をもってこれからもたたかっ

て行こう！」と呼びかけ、韓国の徴用工問題について

言及「被害者の個人請求権は、歴代自民党も最高裁も

認めてきたことだ。にもかかわらずこれを主張する韓

国側への経済制裁をする安倍政権を絶対に許すこと

はできない。こんな政権を倒すことは、私たちの責任

だ。」と指摘。また、イランホルムズ海峡への自衛隊派

遣についても「こんな介入では、アジアイラン地域の

平和を保つことはできない。自衛隊の派兵に反対する

たたかいを続けよう」と訴えました。さらに、次の衆

議院選挙について「野党と市民の連合の力でたたかい

を強め、安倍政権を退陣に必ず追い込もう！」と訴え

ました。 

 

政党からの連帯のあいさつとして、 

立憲民主党の佐々木隆博衆議院議員、 

共産党の山下芳生参議院議員が、そ 

れぞれ、「安倍政権打倒へともにた 

たかう」決意を述べました。 

 

また、運動を展開する各界の代表 

がスピーチしました。 

安保関連法が憲法違反と提訴してい 

る安保法制違憲訴訟の会からは、長尾 

晴人さんが、全国でたたかわれている 

違憲訴訟の現状や、11月 7日には東京 

地裁での初めての判決が予定されていること等を報

告しました。 

声明「韓国は敵なのか？」運動の世話 

人、和田春樹（東大名誉教授）さんは、 

最悪の日韓関係を招いている安倍政権を批 

判。「隣国を敵視するような方向は、戦争へ 

の道であり、絶対に許してはならない！」と訴えました。 

 

ジャーナリストの志葉玲さんは、イラ 

ン中東情勢についてふれ「トランプ政権は 

イランとの核合意を一方的に破って、戦争 

を仕掛けようとしている。安倍政権のやるべ 

きことは、多くの国際社会同様、トランプ政権をいさめ

ることだ。絶対に自衛隊をホルムズ海峡に送ってはな

らない」と訴えました。 

市民連合めぐろせたがやの清水繁

子さんは、安倍 9 条改憲ＮＯ！全国署

名活動の取り組みとして、立正佼成会

へ働きかけ、約 600 筆の署名が寄せら

れたことの報告をしました。 

改憲問題対策法律家 6 団体連絡会

の大森典子弁護士は、徴用工問題につ

いての活動を報告、「中国の強制連行

問題では日本の最高裁も個人請求を 

認め、企業は被害者との解決を図るよう促し、一定の

解決を得た。しかし、安倍政権は企業に圧力をかけ、

解決しないように仕向けている。この問題の解決に向

け共にたたかう」ことを訴えました。 

最後に、北村智之さん（戦争をさせ

ない 1000人委員会）が行動提起を行

い「8月 27 日、31日、9月 16 日 17日

の行動への参加を訴えました。 

(詳細・当面の主な行動日程参照) 

 
 

■■■■■当面の主な行動日程■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
■8月 27日（火）18：30～ 
◆名称：安倍政権は「徴用工問題」の報復やめろ！対話で解決を！8・２７官邸前緊急行動 
◆場所：首相官邸前  ◆共催：３・１朝鮮独立運動 100周年キャンぺーン/戦争させない・9条壊すな！総がかり行動実行委員会 

■8月３１日（土）1４：００～ 
◆名称：緊急集会 韓国は「敵」なのか―輸出規制を撤回し対話での解決を！ 
◆場所：韓国ＹＭＣＡスペースＹ（水道橋駅下車７分） 
◆主催：「韓国は『敵』なのか」声明の会  ◆協賛：戦争させない・9条壊すな！総がかり行動実行委員会 

■9月 16日(月・休日)12：30～ 
◆名称：9・16さようなら原発全国集会 
◆場所：代々木公園Ｂ地区 
◆主催：さようなら原発一千万署名市民の会 ◆協力：戦争させない・9条壊すな！総がかり行動実行委員会 

■9月 17日（火）18：30～ 
◆名称：日朝ピョンヤン宣言 17周年 朝鮮半島と日本に非核・平和の確立を！ 

日朝国交正常化交渉の再開を！ 
◆場所：文京区民センター ◆主催：朝鮮半島と日本に非核・平和の確立を！市民連帯行動実行委員会 
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